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本酵素はチロシンを化学量論的に, フェノール, ピルビン酸およびアンモニアに分解する. チロシン以
外に S- メチルシスティン, システィン, 3, 4- ジヒドロオキシフェニールアラニン (旦-DOPA),





しないアミノ酸, 2, 4- ジヒドロオキシフェニールアラニンが生成することを証明した｡
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以上のようにチロシンフェノールリア- ゼは分解反応, 置換反応, ラセ ミ化反応を触媒する多機能酵素
であることをはじめて明らかにした｡ なお本酵素の置換反応はア ミノ酸の新しい生産方法ならびに未知の
非天然型のア ミノ酸の生合成方法を示唆することを指摘した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ■
チロシンフェノールリアーゼはチロシンをβ位で分解し, フェノール, ピルビン酸およびアンモニアと
することから, β- チロシナーゼとも呼ばれ, 1952年市原らによって Bacteriumcoliphenologenesに見
出された｡ その後 1965年 Brotらは Clostridium tetanomorphum に本酵素の存在を指摘したO
しかし本酵素の生成条件, 精製方法が確立していなかったので純粋な酵素標品が得られないため, その
理化学的性質, 触媒能, 補酵素, 活性中心などの酵素化学的性質の詳細については全く不明であった｡






- またはIP_- 体のアラニンをラセ ミ化する反応をも触媒する｡ すなわち本酵素は多機能酵素であってこの
事実は全く知られていなかった｡





以上のように本論文は, チロシンフェノ- ルリアーゼの性質を明らかにしたばかりでなく, アミノ酸の
新生合成法を確立したもので微生物蕉理学, 微生物生産学および酵素化学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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